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アサガオ観察日記

小学生の頃の夏休みの宿題といえば、アサガオの観察。何個花が咲いたかな？何色の
花が咲いたかな？咲いた数だけ色を塗ったり、シールを貼ったりした記憶があります。
水の中で花を絞って色水を作ってジュースやさんごっこをしたり、紙を染めたり。アサ
ガオの花で遊んだことも思い出します。

さて、今年は小学校で育てたアサガオの種をいただいたので、懐かしいアサガオ栽培
をしました。

種蒔き前日。アサガオの種は皮が硬いため、
蒔く前に切れ目を入れるか、水でふやかすと
良いと聞いたので、ペットボトルに入れて浸
水させました。種は２つ。

5月11日

芽が１つ
出ました。

双葉がしっかり
開きました。

双葉の間から本葉
が出てきました。

本葉が成長
してきました。

もう１つの種が
発芽しました。

5月19日 5月20日 5月29日 6月6日 6月12日

川越半日観光

何色の朝顔が咲く
でしょうか？

まだまだ残暑が続いていますが、子どもたちの夏休みは終わり暦の上ではもう秋です。
９月号は補聴器適合判定医師研修会の際に訪れた川越と、オギジビのベランダで育てて
いたアサガオのおはなしです。

7月に埼玉県所沢市にある国立障害者リハビリテーションセンターで行われた、補聴器
適合判定医師研修会で講師を務めてきました。これは医師を対象に開催されている研修会
で、私は2年前から「小児難聴患者の補聴器適合と療育」という講義を担当しています。
90分という短い時間で、聴力検査、補聴器の調整、療育等について、新生児期から成人期
に至るまでを説明することは難しいのですが、日常の臨床を基になるべく具体的に伝える
ことを心掛け、お話ししてきました。

さて、講義は午後からだったので、
午前中は所沢から30分弱の距離にある
川越の観光に行ってきました。川越と
いえば、時の鐘(①)、菓子屋横丁(②)、
川越氷川神社(③)、蔵造りの町並み
(④)…なとなど。観光は8時半くらい
からスタートしたので、混んでいませ
んでしたが、残念ながらお店も開いて
いませんでした。
皆さまも秋の連休に川越観光はいかがですか。

① ② ③

④



紫色の花が咲きました(左)！ 夕方(右)、思ったよりも花びらは
薄く、もうシナシナ。風に吹かれてちぎれそうでした。なんだ
か色も変わっています。

夕方まで咲いているのは、西洋朝顔あるいは宿根朝顔。
今回育てている日本朝顔とは種類が違うそうです。

7月8日

朝顔の花の色は、アルカリ性の時は青や紫、酸性の時は赤色に
なるアントシアニンという色素で決まります。朝、咲き始めは
花びらの細胞の酸性度がアルカリ性寄りで青っぽく見えますが、
日中に空気中の二酸化炭素を取り込んで酸性化するので、夕方
には赤っぽくなるそうです。

7月18日

咲き終わったあと、
だいぶ子房が大きく
なってきました。

2個目の種の朝顔は青！朝(左)・夕(右)
の色の変化がよく分かります。

7月27日

1つめの種から育った方の子房(左)は成長しましたが、2つめ(右)は
成長していません。気温が高すぎると花粉が減って、うまく受粉で
きないことがあるそうです。

8月8日

このまま葉っぱや茎が茶色く乾燥する秋まで待って種を取ります。よって約３ヵ月続けた
観察はここまで。今年は蒔いた種が2粒だったので、花は1日1個、10個程度で終わってし
まいました。来年はとれた種でたくさん花を咲かせることができるでしょうか。

絵本の紹介

種にちなんだ絵本を1冊ご紹介。安野光雅さんの「ふしぎなたね」です。

仙人がくれた「ふしぎなたね」は、1つ食べれば1年間なにも食べなく
てもお腹が空かない、蒔けば必ず種が2つ収穫できるという種です。そ
んな種をもらった男は、数年間は1つ食べて1つ蒔くという生活をして
いましたが、ふと気づきました。1年間は他のものを食べて、2つとも
蒔けば、種がどんどん増えていくのでは？
さて、種はどれくらい増えていくのでしょうか。

ツルがのびてきたので、
支柱を建てました。

6月22日

本葉も増え、ツルもニョキニョキ。ツボミも大きくな
りました。ツルが上から見ると反時計回りに巻きつい
ていくのは「遺伝子情報によって細胞の伸びる向きや
タンパク質の合成方法がそのように決まっているか
ら」だそうです。

7月1日

明日には咲きそうです。葉の
付け根から出てくるつぼみは、
ツルとは逆に時計回りに巻い
ています。

7月7日

反時計回り
時計回り

← 夕方、酸性寄り
になって赤、
というより紫に
も見えます…。
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